
 

当会は、高知県を事業区域として、地元のＪＡ等が会員となり、お互いに助け合い、お互いに発展していくことを共通の理念として運営し

ている相互扶助型の農業専門金融機関であるとともに、地域経済の活性化に資する地域金融機関です。 

当会の資金は、その大半が県内のＪＡにお預けいただいた農家組合員および地域の皆さまの大切な財産である貯金を源泉としています。

当会では資金を必要とする農家組合員の皆さま方や、ＪＡ・農業に関連する企業・団体および県内の地場企業や団体、地方公共団体など

にもご利用いただいています。 

当会は、農家組合員の皆さまの経済的・社会的地位の向上を目指し、ＪＡとの強い絆とネットワークを形成することにより、ＪＡ信用事業機能

強化の支援を行うとともに、地域社会の一員として地域経済の持続的発展に努めています。 

また、資金供給や経営支援などの金融機能の提供にとどまらず、環境、文化、教育といった面も視野に入れ、広く地域社会の活性化に

積極的に取組んでいます。 

 

（１）店舗体制 

ＪＡバンク高知は、県内ＪＡ・信連の 98の店舗と 169台のＡＴＭを配置し、地域の皆さまにより身近な金融機関としてご利用いただいていま

す。なお、ＪＡバンク高知の店舗網・ＡＴＭ設置一覧については、ＪＡバンク高知のホームページ〔アドレス httpｓ://www.jabank-kochi.jp〕

『店舗・ＡＴＭ検索』をご覧下さい。 

（２） ＪＡバンク自己改革の取組み 

ＪＡバンク自己改革の 3 本柱である①農業所得増大と地域活性化に資する踏み込んだ対応、②ＪＡが営農経済事業に全力投球できる環

境整備、③農業と地域・利用者をつなぐ金融サービスの提供・地域貢献に取り組んでいます。 

特に、「農業者の所得増大・農業生産の拡大」に対しては、ＪＡグループ高知県域担い手サポート連絡協議会を中心にＪＡグループが一

体となって、多様化する担い手農業者のニーズに対応した支援を行っています。 

（３） 地域からの資金調達の状況 

① 貯金残高 

883,001 百万円（令和 3 年 9 月末現在） 

【内訳】 会員等（ＪＡおよびＪＡの組合員等） 

地方公共団体等 

その他 

837,352 百万円 

34,393 百万円 

11,256 百万円 

（４） 地域への資金供給の状況 

① 貸出金残高 

108,675 百万円（令和 3 年 9 月末現在） 

【内訳】 

 

会員等（ＪＡおよびＪＡの組合員等） 

地方公共団体等 

金融機関 

その他 

1,217 百万円 

83,907 百万円 

16,935 百万円 

6,615 百万円 

② 農業融資取扱状況 

各種制度資金の融資残高（令和 3 年 9 月末現在、ＪＡバンク高知全体） 

農業近代化資金 

日本政策金融公庫資金（農林水産事業） 

就農支援資金  

 5,752 百万円 

7,097 百万円 

56 百万円 

③ 地域農業者に対する資金メニュー（ＪＡバンク高知） 

（ⅰ）ＪＡバンク高知主要資金 

【設備・運転資金】 

□農業近代化資金      □ＪＡ農業ジャンプアップ資金    □アグリマイティー資金 

□ＪＡ営農ローン        □担い手応援ローン          □農業経営改善促進（スーパーS）資金 

□アグリアシスト資金     □ＪＡ飼料用米対応資金       □ＪＡ新規就農応援資金    等 

【災害資金】 

□ＪＡ農業ジャンプアップ資金（災害用）   □ＪＡ災害支援資金（設備資金型）     □ＪＡ災害支援資金 

□ＪＡ災害支援資金（運転資金ワイド型）   □ＪＡ農業経営維持継続資金（危機対応）   等 

 

 

 

（ⅱ）日本政策金融公庫（農林水産事業）資金 

□農業経営基盤強化（スーパーL）資金      □経営体育成強化資金     □農業改良資金 

□青年等就農資金     □農林漁業セーフティネット資金    等 

④ 地域密着型金融への取組み（中小企業等の経営改善および地域活性化のための取組みを含む） 

■ 農山村等地域活性化のための融資をはじめとする支援 

農業融資に関する研修・通信教育・業務検定試験等の体系化を図り、ＪＡ職員の人材育成に努めるとともに、農業融資資格制度の導

入により「ＪＡバンク農業金融プランナー」の育成に取り組んでいます。 

また、多様化する農業者の規模・形態・経営状態に応じた金融ニーズに対して、適切な資金提供ができるよう農業資金体系の充実

を図るとともに、商談会等のビジネスマッチングの提案が行えるよう、渉外担当部署がＪＡと連携し、多様なニーズに応える体制整備に

取り組んでいます。 

■ 経営の将来性を見極める融資手法をはじめ担い手に適した資金供給手法の徹底 

ＪＡバンクの果たすべき役割として、農業者の経営の安定・成長に向けた取組みを実現するため、金融仲介機能として「担い手コンサ

ルティング」活動を展開しています。具体的には、金融機関として事業性評価を実施し、そこで可視化された経営課題について、農業融

資およびＪＡの営農経済事業を通じた解決策を提案するなど、他の地域金融機関と異なる特色のある施策として展開しています。 

農山村等地域への融資について、不動産担保や個人保証に過度に依存しないよう、保証機関の利用促進を図るとともに、保証機関

の保証を付さない場合は融資対象物件以外の担保徴求は可能な限り避けることとしています。さらに、「経営者保証に関するガイドライ

ン」の施行により、経営者保証契約の締結を求めない可能性について検討し、主たる債務者の意向も踏まえた上で、保証契約締結の

要否を判断することとしています。 

■ 農業と利用者と地域を結ぶ仕組み作り 

「食」と「農」をキーワードとして生産者と利用者をつなぐネットワークを構築する「食のネットワーク事業」を展開し、地域農業の活性化

に取組んでいます。 

農業や食に対し関心を持っていただけるよう、ＪＡ関連団体やＪＡの青壮年部・女性部等と連携し、農業情報（農産物、農作業（体験）

等）の収集および提供に努めています。 

（５） 文化的・社会的貢献活動に関する事項 

■ 年金相談会 

ＪＡバンクとして年金相談会を開催し、年金請求書の記入方法や手続きのご支援、年金に関する様々なお問い合わせなどについて、

ご相談をお受けしています。 

■ ＪＡが主催する地域活動への支援 

ＪＡバンクとして地域社会に貢献するため、ＪＡバンク地域活動支援要領に基づき、ＪＡが県内各地で開催する地域農業への理解促

進のための取組みを支援しています。 

■ 高知県・高知市等への花の種・苗、球根の寄贈 

農林中央金庫と共同して、高知県・高知市が企画する環境保全活動や、県内小・中学校への環境保全を学ぶための教材として、

花の種、苗、球根を寄贈しています。 

■ ＪＡバンク食農教育応援事業 

JA バンクアグリサポート事業の一環として、次世代への農業の理解を深めるため、「農業と食・環境・金融」をテーマとした教材本を高

知県教育委員会、各市町村教育委員会、及び県内小学 5 年生を対象に配布しました。 

また、JAが子どもに対する食農・環境保全・金融経済等の教育活動を行う場合に、JAグループ高知県域担い手サポート連絡協議会

から助成を行い、JAの食農教育活動を側面から支援しています。 

■ 地域行事への協賛 

食のまつり「土佐の豊穣祭 2021」に協賛し、地域社会とのつながりの強化を図るとともに、地域農業の理解促進に努めています。 

■ 震災等災害にかかる支援等の取組み 

自然災害等により被害に遭われた農業者に対し、適切な資金提供ならびに利子の助成ができるよう、災害支援制度による対応を行

っています。 

■ 移動店舗車両 

事業継続計画（BCP）対策の一環として、震災等の緊急時においても利用者に対する金融機能の維持を図るため、移動店舗車両

を導入しています。 

緊急時以外においては、県内ＪＡの中山間地域等に出向き、金融サービスの提供を行っています。 

ＪＡバンク高知信連 
〒781-9511 高知県高知市北御座 2 番 27 号 TEL(088)802-8001 



（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益

-         -         -         -         -         -         -         -         -         

（単位：百万円） -         -         -         -         -         -         -         -         -         

176,103 180,451 4,348 241,175 245,412 4,237 166,549 170,907 4,357

176,103 180,451 4,348 241,175 245,412 4,237 166,549 170,907 4,357

（注記） 1 9月末の有価証券の時価は、9月末日における市場価格等に基づく時価としています。

2 取得価額は、売買目的有価証券については取得価額を、満期保有目的有価証券または

（注記） 金融庁・農林水産省告示第2号「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」に その他目的有価証券については償却原価適用後、減損適用後の帳簿価額を記載しています。

基づき算出しています。

（単位：百万円）

（単位：百万円） 取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益

-         -         -         -         -         -         -         -         -         

-         -         -         -         -         -         -         -         -         

31,239 31,450 211 31,039 31,676 637 30,539 31,064 524

31,239 31,450 211 31,039 31,676 637 30,539 31,064 524

（注記） 1 9月末の金銭の信託の時価は、9月末日における市場価格等に基づく時価としています。

2 取得価額は、運用目的金銭の信託については取得価額を、満期保有目的金銭の信託

またはその他目的金銭の信託については償却原価適用後、減損適用後の帳簿価額を

記載しています。
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貸 出 金 106,302108,675 107,757
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預 け 金 529,774587,641
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貯 金 887,680883,001 888,598

2,525
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604,842

1,267

経 常 利 益

346,684 349,995

当 期 剰 余 金

令和3年9月末

2,996

2,242

項 目 令和2年9月末令和3年3月末令和3年9月末

自 己 資 本 比 率 18.61% 18.55% 18.78%

自 己 資 本 66,671 64,328 65,731

リスク・アセット等 358,098




